
　
自
由
民
主
党
議
員
会
会
長
の
中
山
勝
二
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
が
会
長
を
つ
と
め
る
５
年
間
に
は
、
国
内
外
、
そ
し
て

本
市
で
も
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
紛
争
や
テ
ロ
、
独
裁
や
言
論

統
制
、
飢
餓
な
ど
に
よ
り
、
い
ま
だ
に
自
由
で
健
康
な
生
活

を
送
れ
な
い
国
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
、
さ
ら
に
は
各
地
で
多

く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
、
復
興
に
向
け
た
早
急
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
昨
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
の
重
要
性
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
、
議
会
と
し
て
も
復
旧
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
我
が
国
が
か
つ
て
経
験
の
な
い
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
５
年

後
の
市
民
の
幸
せ
と
１
０
０
年
後
の
都
市

の
繁
栄
を
掲
げ
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
」
、
さ
ら
に
は
、

「
交
通
未
来
都
市
の
実
現
」
に
向
け
た
取

り
組
み
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

　
今
年
、
市
政
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
宇

都
宮
市
が
今
後
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
為

に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
内
事
業
所

や
団
体
、
市
民
の
声
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
多
く
の
力
を
結
集
す
る
事
が
重
要
で

す
。
　
わ
が
会
派
は
、
議
長
・
副
議
長
を
擁
す

る
市
議
会
の
最
大
会
派
と
し
て
、
責
任
を

持
っ
て
本
市
議
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
行

動
が
期
待
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
そ
し
て
、
私
た
ち
17
名
は
、
皆
様
に
と

っ
て
身
近
で
開
か
れ
た
市
議
会
と
な
り
ま

す
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
「
夢
・

う
つ
の
み
や
」
が
私
た
ち
と
皆
様
を
結
ぶ

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



　ＬＲＴの運営主体として、宇都宮ライトレール
株式会社が、地元経済界や交通事業者の参画を得
て、平成27年11月９日に正式に会社設立となり、
本格的な事業実施に向けての検討が進むことに
なりました。
　そして、事業実施の要となる常務取締役運輸企
画部長（安全統括管理者）に、軌道運送の専門家で
あり、実務経験豊かな、元広島電鉄株式会社常務
取締役の中尾正俊氏を招聘することができました。
　また、ＬＲＴが通過する地域の地元説明会につ
いても、事業実施について、概ね良い感触が得ら
れているようです。過去には、本市東部地区の複
数の連合自治会からの連名による、ＬＲＴ事業早
期実現を要望する陳情が議会で採択されており、
その要望がやっと実を結んだかたちになりました。
　市議会においては、11月にＬＲＴの海外視察を
実施したところであり、我が会派も５名が参加し、
ＬＲＴを活かしたまちづくりの重要性・可能性を
再認識しました。
　12月定例会においては、ＬＲＴ事業について多
くの議員が一般質問で取り上げ、運営に対する考
え方、今後の取組やスケジュール、市民福祉とし
ての役割、西側への延伸、駅横断ルート、沿線住民
の理解、車両のデザイン、信用乗車、路面の芝生化、
東部地区のバスネットワーク、事業への市民参加
など、様々な質問・答弁が交わされました。
　今後とも、一般質問などで、積極的な議論が交
わされることで、すばらしいＬＲＴづくりに、

議会・執行部共々、一丸となって取り組んでいき
たいと考えています。
　さて、今回議会でも話題になった、西側への延
伸についてですが、これについては、多くの市民
の皆様が望んでいる事と思います。ＪＲ宇都宮駅
を横断し、市の中心部を通過し、なるべく西側へ
長く延伸してもらうことが、わが会派の要望であ
ります。
　わが会派の櫻井政調会長の質問に対して、市長
は、「西側への延伸については、早急に推進する必
要があると考えている。このため、平成25年３月
に策定した『東西基幹公共交通の実現に向けた基
本方針』における西側の整備区間について検証し
ており、今後、西側においてまとまった需要が期
待できる沿線の教育施設へのヒアリングを実施し、
通学手段別の生徒数等を詳細に把握する予定で
ある。さらに、沿線の教育施設や大規模事業所へ
の意向調査の実施を考えており、これらの結果や、
『県央広域都市圏生活行動実態調査』の結果を踏
まえ、桜通り十文字付近からのさらなる延伸の必
要性を含めたＬＲＴの整備区間について検討する。」
と答弁しています。
　西側も完成してこそ、本市の東西の交通機関の
軸が成立し、市域全体が、交通網としてのＬＲＴ
を実感することになります。
　わが会派では、西側の一日でも早い運行実現へ
向けても、東側の整備共々、取り組んでいきたい
と思っています。

宇都宮市（40.8％）、芳賀町（10.2％）、宇都宮商工会議所、とちぎライトレール支援持株会
（地元経済界により設立）、芳賀町商工会、関東自動車株式会社、東武鉄道株式会社、東野交
通株式会社、株式会社足利銀行、株式会社栃木銀行が出資

◆営業キロ　約15キロ（複線）

◆停留場数　19箇所（100％バリアフリー）

◆低床式車両（ＬＲＶ）

　　17編成（3車体連接、全長約30m

　　　　　定員155人〔最大輸送力232人〕）

◆軌道運送事業者（営業主体：上）

　　宇都宮ライトレール株式会社

◆軌道整備事業者（整備主体：下）

　　宇都宮市、芳賀町

◆概算事業費　約458億円（消費税は含まず）

　　　　　　　（宇都宮市域：約412億円、

　　　　　　　　芳賀町域：約46億円）

高井社長（宇都宮市副市長）（中央）、
上野副社長（芳賀町副町長）（右）
中尾常務取締役運輸企画部長・安全統括管理者（左）

椋田広島電鉄社長（中央）、佐藤宇都宮市長（右）
上野芳賀町副町長（左）

下野新聞11月7日付より下野新聞11月7日付より



　
―
官
民
連
携
に
よ
る
「
宇
都
宮

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
」
が
設

立
さ
れ
た
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
具
体

的
な
取
り
組
み
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
本
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
は
全
国

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
夢
の
実

現
で
き
る
見
解
を
。

佐
藤
市
長
　
来
年
早
期
に
軌
道
事

業
の
特
許
取
得
に
必
要
な
「
軌
道

運
送
高
度
化
実
施
計
画
」
を
策
定
、

都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
手
続
き

を
進
め
、
平
成
31
年
度
の
運
行
開

始
を
目
指
す
。
Ｊ
Ｒ
駅
西
側
へ
の

延
伸
に
つ
い
て
も
早
急
に
事
業
を

推
進
。
全
国
に
誇
れ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

整
備
し
、
本
市
の
新
た
な
魅
力
の

一
つ
と
し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
平
成
28
年
度
予
算
編
成
②
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
大
筋
合
意
を
受
け
た

今
後
の
本
市
農
業
政
策
と
宇
都

宮
産
米
の
消
費
拡
大
　
ほ
か

◆
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備

事
業
に
つ
い
て

◆
本
市
職
員
の
人
材
育
成
と
処
遇

改
善
に
つ
い
て

◆
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
検
証

と
今
後
の
対
策
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
活
用
に
つ

い
て

◆
新
最
終
処
分
場
（
仮
称
）
第
２
エ

コ
パ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て 

◆
消
防
力
の
強
化
と
消
防
団
の
環

　
―
国
は
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
重
点
施
策
に
位

置
付
け
、
各
自
治
体
に
整
備
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
積
極
的
に
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考

え
は
。

佐
藤
市
長
　
家
庭
に
お
け
る
養
育

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
不
安
や

悩
み
を
抱
え
る
家
庭
へ
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
の
充
実
が
大
変
重
要
。

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
の
在
り

方
や
効
果
的
な
実
施
体
制
な
ど
、

本
市
の
実
情
に
応
じ
た
セ
ン
タ
ー

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
災
害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉

避
難
所
の
設
置

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

活
用
の
推
進

◆
宮
っ
子
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
放
課

後
児
童
健
全
育
成
）
に
つ
い
て

①
運
営
委
員
会
に
対
す
る
支
援

②
発
達
に
障
が
い
を
持
つ
児
童

等
の
受
け
入
れ

③
平
成
28
年
度
の
利
用
意
向
調

査
の
結
果
と
環
境
整
備

◆
子
育
て
短
期
支
援
事
業
に
つ
い
て

◆
若
年
層
に
対
す
る
危
険
ド
ラ
ッ

グ
対
策
に
つ
い
て

◆
女
性
活
躍
推
進
法
に
対
す
る
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
―
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
に
つ

い
て
、
宇
都
宮
市
で
は
、
女
性
の

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
平
均

を
上
回
っ
て
お
り
、
女
性
の
検
診

率
向
上
が
重
要
。
乳
が
ん
検
診
率

向
上
と
早
期
発
見
を
推
進
す
る
た

め
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
と
と

も
に
、
妊
娠
中
で
も
検
査
可
能
な

超
音
波
検
査
の
併
用
が
必
要
と
考

え
る
が
。

佐
藤
市
長
　
本
市
で
は
、
「
健
康

寿
命
の
延
伸
」
を
基
本
目
標
に
、

社
会
全
体
で
健
康
を
支
え
、
守
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

乳
が
ん
検
診
で
は
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市

民
の
皆
様
に
検
診
を
受
診
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
。
現
在
国
が

推
奨
し
て
い
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
と
触
診
の
実
施
と
と
も
に
、

超
音
波
検
査
に
つ
い
て
は
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
市
民
参
加
推
進

◆
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

①
児
童
虐
待
防
止
対
策

②
児
童
相
談
所
の
設
置

◆
国
際
観
光
都
市
に
向
け
た
食
文

化
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
つ
い
て

◆
生
涯
学
習
事
業
「
宮
の
朝
活
」

講
座
の
成
果
と
今
後
の
展
開
に

つ
い
て

　
―
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
、

幕
田
地
域
で
は
淀
橋
下
流
の
河
川

が
決
壊
、
農
作
物
等
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
農
業
者
は
大

き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
「
営

農
再
開
」
に
向
け
た
市
の
取
り
組

み
を
。

佐
藤
市
長
　
幕
田
地
域
は
収
穫
を

目
前
に
控
え
た
水
稲
６
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
収
穫
不
能
と
な
っ
た
ほ

か
、
農
業
生
産
基
盤
の
被
害
も
３
・

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
大
き
な

被
害
を
受
け
た
地
域
の
一
つ
。
来

作
分
の
苗
購
入
費
の
全
額
支
援
、

農
地
・
用
排
水
路
等
の
復
旧
工
事

な
ど
、
全
力
を
挙
げ
て
産
地
力
の

回
復
を
図
っ
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
地
方
分
権
②
独
自
規
制
の
見

直
し
③
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
取
り
組
み
④
イ
ン
タ
ー
パ

ー
ク
地
区
の
交
通
渋
滞

◆
福
祉
政
策
に
つ
い
て

①
介
護
離
職
を
減
ら
し
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み
②
高
齢
者
の

生
活
困
窮
者
へ
の
対
応
③
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
④
教
育
現
場

に
お
け
る
福
祉
教
育
の
取
り
組

み
⑤
徘
徊
に
よ
る
事
故
の
増
加

◆
医
療
政
策
に
つ
い
て

①
在
宅
医
療
②
救
急
医
療
支
援

シ
ス
テ
ム
③
医
療
機
関
情
報
シ

ス
テ
ム
④
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

　
―
宇
都
宮
市
は
平
成
28
年
４
月

１
日
に
市
制
１
２
０
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
る
。
市
民
が
本
市
の

歩
み
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い

く
う
え
で
も
重
要
で
あ
り
、
市
民

と
と
も
に
祝
う
こ
と
の
で
き
る
手

法
を
検
討
す
べ
き
。

佐
藤
市
長
　
こ
れ
か
ら
の
50
年
、

１
０
０
年
先
の
将
来
に
つ
な
が
る

宇
都
宮
市
の
姿
に
思
い
を
は
せ
、

市
民
に
本
市
の
魅
力
の
再
認
識
や

再
発
見
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
、

ま
た
と
な
い
機
会
。
こ
れ
ま
で
本

市
の
魅
力
を
築
き
上
げ
て
き
た
、

本
市
が
誇
る
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を

活
用
し
、
記
念
事
業
を
実
施
し
て

い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
中
心
市
街
地
活
性
化
に
お
け

る
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
方
向
性
②
地
域
内
交
通
な

ど
の
生
活
交
通
確
保
の
取
り
組

み
③
今
後
の
宇
都
宮
市
の
在
り

方
◆
大
谷
地
域
の
活
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　市民の方から本紙をはじめとする当会の活

動等に関する数多くのご意見・ご要望等が寄

せられています。下記にその一部をご紹介し

ます。

・「人口減少」が現在、大きな課題となって

いる。私の周りを見ても独身の人が多いが、

佐野市や結城市の私の知り合いには、行政

の後押しを受けて、ボランティアで仲人活

動をしている人がいる。宇都宮市でもこう

した活動を支援する方法を考えてほしい。

　　　　　　　　　　　　　　68歳　男性

⇒対応　少子高齢化対策は、宇都宮市の

未来を左右する大きな課題であり、

今後もあらゆる機会を捉えて市政

に反映させてまいります。

・老人福祉だけでなく、子育て支援にも力を

いれてほしい。　　　　　　　74歳　男性

・超高齢化社会を迎え、車に乗れないお年寄

りが増えている。お年寄りや高校生など車

社会から取り残されている方々のために、

ＬＲＴや地域交通をはじめ、公共交通機関

の充実を図っていただきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　70代　女性

・ＬＲＴは駅東地区からということですが、

駅西地区への延伸を早く実現して、多くの

市民が便利さを実感できるようにしてほし

い。　　　　　　　　　　　　30代　女性

　今後とも、多くのご意見・ご要望をお寄せ

ください。



　宇都宮市議会は11月27日から12月17日までの21日間の会期で

平成27年第６回定例会を開き、平成27年度一般会計補正予算案

など、市執行部から提出された50議案、議員提出議案２件を原

案通り可決しました。

●宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任について（２件）

●平成27年度宇都宮市一般会計補正予算

　（関東・東北豪雨災害に伴う災害復旧費など、８億7,935万円）

●平成27年度宇都宮市国民健康保険特別会計補正予算

●平成27年度宇都宮市介護保険特別会計補正予算

●平成27年度宇都宮市後期高齢者医療特別会計補正予算

●平成27年度宇都宮市競輪特別会計補正予算

●宇都宮市個人番号の利用に関する条例の制定

●宇都宮市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す

る条例の一部改正

●宇都宮市税条例等の一部を改正する条例の一部改正

●宇都宮市都市計画税条例の一部改正

●宇都宮市支所及び出張所設置条例等の一部改正

●宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正

●宇都宮市勤労者福祉施設条例の廃止

●宇都宮市集落農事集会所条例の一部改正

●指定管理者の指定について（中央地域コミュニティセンター、

東地域コミュニティセンター、西地域コミュニティセンター、

簗瀬地域コミュニティセンター、西原地域コミュニティセンタ

ー、昭和地域コミュニティセンター、錦地域コミュニティセン

ター、宮の原地域コミュニティセンター、峰地域コミュニティ

センター、泉が丘地域コミュニティセンター、石井地域コミュ

ニティセンター、御幸地域コミュニティセンター、城東地域コ

ミュニティセンター、陽東地域コミュニティセンター、御幸が

原地域コミュニティセンター、富士見地域コミュニティセンタ

ー、明保地域コミュニティセンター、陽南地域コミュニティセ

ンター及び陽南地区学習等供用施設、陽光地域コミュニティセ

ンター及び陽光地区学習等供用施設、戸祭地域コミュニティセ

ンター、宝木地域コミュニティセンター、泉が丘コミュニティ

センター、宿郷コミュニティセンター、夜間休日救急診療所、

バンバ市民広場、篠井農産加工所、河内農業構造改善センター、

宮サイクルステーション、南図書館、宇都宮美術館及びうつの

みや文化の森、うつのみや遺跡の広場、旧篠原家住宅）

●工事請負契約の締結について（北清掃センター焼却施設解体工事）

●訴えの提起について

●市道路線の認定及び廃止について

〈議員提出議案〉

●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申について

●森林吸収源対策に係る安定財源確保及び山村振興対策の推進を

求める意見書

＝以上原案通り可決

●森林吸収源対策に係る安定財源確保及び山村振興対策の推進

を求める陳情� ＝採　択

●問題に向き合う行政になるよう行政改革をして頂きたく陳情

致します。� ＝不採択

●介護と仕事が両立程度に介護保険事業を見直して頂きたく、

陳情致します。� ＝不採択

●「南図書館の管理体制の見直し、図書館の評価システムの構

築、宇都宮市図書館協議会の設置に関する」陳情� ＝不採択


